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子供 か ら大人 まで マイコンマイコン と軽 いて'い ますが 、マイコン とい う物 はい

ったい何 て
・じ■ うか。 マイコンとい う言葉 は和製英語で マイク ロコンピュー タの

略 語です 。 (窯線 で もあ りますね、 マイ クコンプレッサ の略が マイコ ンです。)

しか し、正確 にはパー ソナル コンピ ュー タといい、 この意味 は個人 の 電子計算

機 とい う意味 です。 (略 してパ ソコン といいます。)

電 車が あ りますが 、マイコンはこの電 早 に メモ リ (記憶装置)が進1カロされ てい

ます。入 さ く分 (ナ てマイコンの内部 (ハ ー ドウエア)は 、CPU(口 央処理装置

)、 主記憶 朱置、入 出力装置 の二 つに な って います。今 ハ ー ドウエア と書 きま し

たが 、 コンピ ュー タはこのハー ドヮニア と ツフ トラニ アの二 つて成
'立

って いま

7_ノ ―ヽ ド,ニ ア と |二 、13こ ■cP■  ′プララ ン誓)と 0｀ った こので 、 ソフ ヽ

ラニ ア (ょ 、 ラ Eグ ラム 0こ こ2● し`ヽ ま

「

 ソフ トワニア ん な ア/_ば 、 コンピュー

タた だら
'曇

こょ く、`´え る ょ う こ、 ソフ トラニア よ,三 言 に重要 な もので 、この ソ

フ トヮエア を入れ んヽた ろ′ご―て いろい ろ
=こ

こヶて きるのが澤行:iで す。 ソフ トラ

ニァ つ ま n,ロ グ ラム とはィ■≡ の手頑 の こ とです。 1ア ログ ラム をた oに は、コン

ピュー タに判 ろ言葉 で種 ん でや る必要 が ぁ り、 そのプ ログ ラム言語 は大 き く分 _す

て低水準 言言こ と言水星言言
=と

が ら つます 。低フトと言:=ほ → 1ラ 圭 (マ シン .■)と ア

センフ |た≡′′め
'、

プログ ラ ミング |=入 麦で す。

コンピュー タ内言3て■よ、4→電言言つま りご2iE姜矢てヽ つi乍 していま
´
ケ。 F:フjヽ :二 :=は コ

ボル 停 務馬)、 フオー |ヽ ラン (科子環術計算用)、 ベーシックとかしヽろいろら

り、プ、間の言葉 |こ よく以ています マイコンはこのBASICを
「

用 し ています

。先にも書 しヽたように内き「では0と 1の .2'_

■スで し看ヽ二つ作で きないので=ホニ
=i言

を£[
モスに直 し、また0こ数 を高小阜

=■
・にするi■

言尺が ZIヽ ξ早にな り、BASICて ・はこのi邑

=Rを
インタープ リンター とよびます。

マイコンとし` うものがっろヽってもったた ご

しょうんヽ
'・

:後 に ,‐_な フログラムを書 tヽ (

こ
":手

千́11で ,1こ し.ttヽ ■ごtヽ ま ,~_
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LIST

行
番

号

（
実
行

順

序

）

10 lNPUT /ド ル何円かの相場 を入 力す

tつジ何

く―計算

ドルを円に直すブ [,グ ラムです

ドル現在 もって いるか を入 力す る20 rNPUt
30 A =E x D

40 PR rNr
5O END

Aく-ORTに 表示 させ る

く―これてこのプログラムは終 ′,です

KSC
(ギ府 盆地無線 ク ラフ

' 会 負 |`墾 ゎJど

あけ ま して おめで とう ご ざいます。今年 もよろ し くお願 いいた します 。

私 た ち役 員の任期 も1月 153を もって終 了 します 。 1年間 いた らない役 員で

名.局 にめ しヽわ くば″ヽ りか |ナ 、又 な
`こ

もで きなか ったに もかかわ りす各局 の細■t
刀 に感 謝す ると共 におわび をい し上 げ ます。

若輩 なが らこの一年そ ふ り■ぇ り、KBCは ど うあ るべ きか 、 ど うした ら良 しヽ

ク フフにな る´
思 ってい ること、先 に立って しヽる ときに はいい に くか った こ とな

どを書 いてみ ます。ただ これ は私 個人 の考えであ り今 のKBCに はむ いて しヽな しヽ

のか 、オムの考 えが まちが ってしヽ るのをヽ、十人
「

十色考 えが ちめヽ うとい うこ こそこの

1年間いや とい うほ とに身に しみ た年 で したので 、これに対 す る意 見 をと しと し

出 して下 さしヽ。私 な つに受 (´ 止 め、人生 の た しに したい と思 っています、

(1)会 員であ る以上 □―ル コール には出席 す るのが 原則 で あ る

KBC会 則 6条 の 21こ もあ るが 、このクラ フは趣味 の ク ラフが ゆぇに出席欠席

は 自由で あ る と思 って い る局が 多 |ヽ よ うに見 うけ るつ` と うて
°
あろ うか。みん なが

色 々な計 画 を立 て て、 それ をスムー スに実行 したい ためにCMの あい ま を見 て、

あ るい はCMを 変 更 してまで してKB C各 局の ため を思 って発表 して い るのて
・
丸

や む をえ ず欠席 す る時 で も後 日か な らず内容 とか キー局 ぐらいは確 認 す るのが会

員 の義務 だ と思 います。

(2)KBCが 行 な う行事 に も出席 す るのが原則 で あ る

CM等 や む をえず欠席 す るの は しか たが なしヽ ことで す。 しか し他 の ことを変更

して まで参加 してしヽ る人 もしヽ るのです。会 員の和 を作 るこ とが 各行事 の一番 の 目

的 です。欠席 す るこ とはКBCの 会則 に反 したこ とに な ります 。出席 の局に それ

な りの気持 ち を忘れ ないで下 さい。

ヽ

ヽ

ち 劣 フ る
q ´ ′ヽ  /じ  V

0000つ



(3)KBCは 会員全員のためにあるのです

ある局 は、役員のためにあるかのこと言発言 をする局が います。役員は報勘

をいただいているわけではあ りません し、他の会員以上 にKBCに 奉仕 をしてい

るつもりです。KBCは 特定 のイ国人のためにあるのではあ りません。ですから、

ロール コール に欠席 しても特別のことのないかざ り役員か ら連絡することはあ

りません。 これをす るにはい く らか (の・金もかか りますじラt(こ膚彗‐しヽたこように

`ヽ

貝|」 に

反 してい る人のためにわざわざ連絡するのは不 自然です。

(4)会話の内容 はマイクを持つ人によりきまります

よ くだれ だれ が 出 てい ると話が お ちす ぎて話 の中 に入 れ ないざ よ くわか らない

話 (マ イ コンの こ となど)を さてしヽ るの でBKが かけ られ ない としヽ うよ うなこ とを

耳 にす るこ とが あ った。これ はひ
`ょ

うだ と思 ぅ。ぉが お ちるのはあなたが 出て

くれ なしヽか らなのです。あなたが5.40に ち ょくち ょく出 て話 の 内容 を高めて

下 さい。わ か らない話 の時 もとん とんBKを か けてほ しい と思 い ます 。5.4

0KBCの 会 員で あ るか ざ りBKが あれ ば出 ている各局共通 の話 をす るよ うここ

ろが け るはずで す。

思いつ くまま書 きましたがいかがで しょう。わずか数人か ら始 まり今二十叡名

、出入 もあ りまきた。しか しこのごろのKBCを 見てしヽるとなにか考えてしましヽ

ます。そこでこんなことを書い てみたのですが・・・・

KB C発足当時会員数は 10～ 15名 を限度 としようとヽヽ う話があったそうて,

積極的にア クテイフに活動する局のみのクラフに しようとする気持 ちがよみ とれ

るではあ りませんか。会貝116条の 1(保証人制度)は そうしたところか ら生まれ

て きたので す。KBCニ ュー ス前号で事務 局が

書 いてい るよ うに、この条Jaは ものすごい重 み

を持 ってしヽ るのだ としヽ うこ とを感 じます。

長 期欠席 の届 けが出てい る局 はJE10VV

JLl JTT JAlVHDの 3局 のみ です。

他 の局 はす くな くとも□―ル コー ルヘ の出席 、

各行 事 へ の参加 、や む なさ欠席 の時 は欠席届 け

後 曰内容確 認 、これ だけは会員 と しての義務 だ

ろ うと思 い ます。

1年間の御 協力 に 、再度感 謝 を申 し上 げ 、こ

のオ高を井冬りに いた します 。あ りが とうご ざいま

しナこ。

(会長 … J1lVEP)
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